
資料5－1

浜田港福井地区防波堤（新北）整備事業



 

港湾事業の再評価項目調書 
 

 事業名（箇所名） 防波堤整備事業（浜田港 福井地区） 

 実 施 箇 所  島根県浜田市 

 該 当 基 準  再評価実施後一定期間（3年間）が経過している事業 

 主 な 事 業 の 諸 元  防波堤（新北） 

 事 業 期 間  事業採択  平成10年度  完了  平成36年度 

 総事業費（億円）  170  残事業費（億円）  36 

 目 的 ・ 必 要 性 冬期波浪等に対しても、必要となる浜田港の機能を確保するため、防波堤を整備する。 

 便 益 の 主 な 根 拠 輸送コスト削減（平成40年代前半予測取扱貨物量：96.1万ﾄﾝ/年） 

海難事故等による損失の回避 

 事 業 全 体 の 
 
 投 資 効 率 性 

 基準年度  平成29年度 

 B：総便益（億円） 991  Ｃ：総費用（億円） 519  全体Ｂ／Ｃ     1.9 

 B－Ｃ 472  ＥＩＲＲ（%） 6.6  

 残事業の投資効率性  B：総便益（億円） 125  Ｃ：総費用（億円） 30  継続Ｂ／Ｃ     4.2 

 感 度 分 析                  事業全体のＢ／Ｃ  残事業のＢ／Ｃ 
 需  要（-10％～+10％）    （1.8～2.1）   （3.7～4.6） 
 建 設 費（+10％～-10％）    （1.9～1.9）   （3.8～4.6） 
建設期間（+10％～-10％）    （1.9～2.0）   （4.1～4.2） 

 事 業 の 効 果 等 当該事業を実施することにより、年間を通じて安全かつ効率的な浜田港の利用が可能にな
ることで、輸送コストの削減が図られる。また、避難水域を確保することで、海難事故に
よる損失の回避に資することができる。 

 社会情勢等の変化 ・浜田港背後の道路ネットワークの整備の進展（山陰道浜田三隅道路H28全線開通、臨港

道路福井4号線H29供用開始予定）と、それに伴う背後地域への企業進出、設備投資の活

発化が見込まれる。 

・浜田港港湾計画改訂（H29）により、福井地区では埠頭用地拡大と大水深岸壁の造成が

示されており、取扱貨物量の大幅な増加が見込まれる。 

 主な事業の進捗状況  総事業費170億円  既投資額134億円  平成29年度末現在の事業進捗率79％ 

 事業の進捗の見込み  平成36年度完了予定 

 コスト縮減や代替案 
 立 案 等 の 可 能 性 

・一般的な中詰材より比重の大きいニッケルスラグ（建設副産物）を活用し、ケーソン

全体の単位体積重量を増加させる。加えて、ケーソン上部に斜面構造を採用することに

より、ケーソン断面の縮小を図る。 

・防波堤の堤頭部の形状、安定性を水理模型実験にて検証し、消波ブロックの設置形状

を工夫することでブロック使用量を減少させ、コスト縮減を図る。 

 対応方針（原案）  継続 

 対 応 方 針 理 由  事業の投資効果が見込まれると判断できるため。 

 そ の 他 （その他の指標による評価） 
・沿道騒音の軽減 
・荷役作業の安全性向上 
・環境への負荷軽減 
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①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

１
）
事

業
を

巡
る

社
会

経
済

情
勢

等
の

変
化

２
）
事

業
の

投
資

効
果

費
用

便
益

費
（
Ｂ

／
Ｃ

）
＝

1
.9

（
事

業
全

体
）

4
.2

（
残

事
業

）

３
）
事

業
の

進
捗

状
況

◇
総

事
業

費
：

1
7
0
億

円
（
既

投
資

額
：
1
3
4
億

円
）

◇
残

事
業

費
：

3
6
億

円
◇

事
業

進
捗

率
：

7
9
％

（
平

成
2
9
年

度
末

）

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

◇
平

成
3
6
年

度
完

了
予

定
。

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

等
の

可
能

性

◇
一

般
的

な
中

詰
材

よ
り

比
重

の
大

き
い

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
（
建

設
副

産
物

）
を

活
用

し
、

ケ
ー

ソ
ン

全
体

の
単

位
体

積
重

量
を

増
加

さ
せ

る
と

と
も

に
、

ケ
ー

ソ
ン

上
部

に
斜

面
構

造
を

採
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ケ
ー

ソ
ン

断
面

の
縮

小
を

図
る

。

◇
防

波
堤

の
堤

頭
部

の
形

状
、

安
定

性
を

水
理

模
型

実
験

に
て

検
証

し
、

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

の
設

置
形

状
を

工
夫

す
る

こ
と

で
ブ

ロ
ッ

ク
使

用
量

を
減

少
さ

せ
、

コ
ス

ト
縮

減
を

図
る

。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）
】

上
記

１
、

２
の

各
視

点
に

よ
り

、
事

業
の

投
資

効
果

が
見

込
ま

れ
る

と
判

断
で

き
る

こ
と

か
ら

継
続

が
妥

当

１
．

再
評

価
の

視
点

２
．

港
湾

管
理

者
（
島

根
県

）
へ

の
意

見
照

会
結

果
◇

対
応

方
針

（
原

案
）
に

つ
い

て
異

存
あ

り
ま

せ
ん

。
波

浪
の

進
入

を
防

ぐ
防

波
堤

（
新

北
）
の

事
業

を
促

進
し

、
早

期
完

成
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

◇
浜

田
港

背
後

の
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

の
進

展
（
山

陰
道

浜
田

三
隅

道
路

H
2
8
全

線
開

通
、

臨
港

道
路

福
井

4
号

線
H

3
0
開

通
予

定
）
と

、
そ

れ
に

伴
う

背
後

地
域

へ
の

企
業

進
出

、
設

備
投

資
の

活
発

化
が

見
込

ま
れ

る
。

◇
浜

田
港

港
湾

計
画

改
訂

（
H

2
9
）
に

よ
り

、
福

井
地

区
で

は
ふ

頭
用

地
拡

大
と

大
水

深
岸

壁
の

造
成

が
示

さ
れ

て
お

り
、

取
扱

貨
物

量
の

大
幅

な
増

加
が

見
込

ま
れ

る
。

１
．

今
後

の
対

応
方

針
浜

田
港

福
井

地
区

防
波

堤
（
新

北
）
整

備
事

業
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２
．

浜
田

港
の

概
要

①
浜

田
港

福
井

地
区

防
波

堤
（
新

北
）
整

備
事

業

福
井

3
号

(水
深

1
2
m

)
取

扱
品

目
：

原
木

・
石

炭

福
井

４
号

(水
深

8
.5

m
［

耐
震

］
)

取
扱

品
目

：
コ

ン
テ

ナ
・

完
成

自
動

車

福
井

１
号

(水
深

7
.5

m
)

取
扱

品
目

：
セ

メ
ン

ト
・

砂
･
石

材

福
井

地
区

長
浜

地
区

長
浜

2
号

(水
深

7
.5

m
)

取
扱

品
目

：
非

金
属

鉱
物

長
浜

1
号

(水
深

1
0
m

)
取

扱
品

目
：

原
木

防
波

堤
（

新
北

）
整

備
事

業
（

事
業

整
備

中
）

【
沿

革
】

昭
和

3
2
年

：
重

要
港

湾
に

指
定

平
成

1
1
年

：
国

際
物

流
タ

ー
ミ

ナ
ル

完
成

平
成

1
3
年

：
国

際
コ

ン
テ

ナ
航

路
開

設
（

釜
山

港
）

平
成

2
0
年

：
国

際
R
O
R
O
船

就
航

開
始

（
ロ

シ
ア

）
平

成
2
3
年

：
日

本
海

側
拠

点
港

（
原

木
）

に
選

定
平

成
2
4
年

：
国

際
R
O
R
O
船

航
路

定
期

便
化

（
ロ

シ
ア

）
平

成
2
5
年

：
福

井
地

区
に

C
F
S
完

成
平

成
2
7
年

：
福

井
地

区
に

民
間

倉
庫

新
設

平
成

2
9
年

：
国

際
コ

ン
テ

ナ
船

の
大

型
化

平
成

2
9
年

：
浜

田
港

港
湾

計
画

の
改

訂

浜
田

・
三

隅
道

路

臨
港

道
路

福
井

1号
線

福
井

2
号

(水
深

5
.5

m
)

取
扱

品
目

：
セ

メ
ン

ト
・

砂
･
石

材
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53
63

56
20

21
9

25
2

18
7

22
3

21
4

022
11

15

27
4

32
4

26
5

25
4

24
7

0

10
0

20
0

30
0

40
0

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

取 扱 貨 物 量

福
井

３
号

・
４

号
岸

壁
の

取
扱

貨
物

量
の

推
移

移
入

移
出

輸
入

輸
出

計

(千
トン
)

0
5

09

02

14
65

66
58

23
18

23
4

28
6

21
4

27
3

24
5

71

12
9

32
30

38

24
0

23
5

22
2

13
8

11
2

61
0

71
5

52
7

46
3

41
2

0

20
0

40
0

60
0

80
0

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

取 扱 貨 物 量

浜
田

港
の

取
扱

貨
物

量
の

推
移

移
入

移
出

輸
入

輸
出

合
計

(千
トン
)

出
典

：
島

根
県

提
供

資
料

２
．

浜
田

港
の

概
要

②
（
取

扱
貨

物
）

◆
取

扱
貨

物
量

の
推

移

◆
取

扱
貨

物
の

内
訳

（
H

2
8
 速

報
値

）

浜
田

港
福

井
地

区
防

波
堤

（
新

北
）
整

備
事

業

※
便

益
対

象
施

設
：
福

井
3
号

岸
壁

（
水

深
1
4
ｍ

）
、

福
井

4
号

岸
壁

（
水

深
7
.5

ｍ
）

浜
田

港
全

体
の

取
扱

貨
物

量
の

推
移

本
事

業
の

便
益

対
象

施
設

に
お

け
る

取
扱

貨
物

量
の

推
移 セ

メ
ン

ト

7
8
,
54

5

7
0
%

原
木

3
1
,
23

5

2
8
%

産
業

機
械

1
,
5
40

1
%

コ
ー

ク
ス

5
5
0

1
%

そ
の
他

2
4
1

0
%

H
2
8

移
入

1
1
2
千

ト
ン

完
成

自
動

車

5
,
5
90

3
2
%

原
木

3
,
6
68

2
1
%

非
金

属
鉱

物

2
,
2
08

1
3
%

染
料

・
塗

料
・

合
成

樹
脂

・
そ

の
他

化
学

工
業

品

1
,
3
52

8
%

再
利

用
資

材

1
,
3
14

7
%

木
製

品

8
9
6

5
%

産
業

機
械

7
8
5

4
%

そ
の

他

1
,
6
88

1
0
%

H
2
8

輸
出

1
8
千

ト
ン

原
木

9
6
,
11
6

3
9
%

石
炭

8
6
,
43
0

3
5
%

薪
炭

2
2
,
04
4

9
%

非
金

属
鉱

物

1
4
,
06
8

6
%

化
学
薬
品

9
,
9
92

4
%染

料
・
塗

料
・
合

成
樹

脂
・
そ

の
他
化
学

工
業
品

9
,
6
75
…

窯
業

品

1
,
4
32

1
%

そ
の

他

5
,
2
88

2
%

H
2
8

輸
入

2
4
5
千

ト
ン

（
速

報
値

）
（
速

報
値

）

水

1
0
,
2
8
5

2
8
%

石
材

7
,
2
3
6

1
9
%

砂
利
・

砂

4
,
8
9
0

1
3
%

窯
業
品

4
5
9
1

1
2
%

産
業
機

械

3
5
2
5

9
%

重
油

2
,
8
8
0

8
%

そ
の

他

4
,0

9
9

1
1
%

H
2
8

移
出

3
8
千

ト
ン
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コ
ン

テ
ナ

荷
役

状
況

（
韓

国
航

路
：
1
便

/
週

）
ヤ

ー
ド

内
取

扱
状

況

２
．

浜
田

港
の

概
要

③
（
コ

ン
テ

ナ
貨

物
）

◆
コ

ン
テ

ナ
貨

物
（
全

体
）

浜
田

港
福

井
地

区
防

波
堤

（
新

北
）
整

備
事

業

※
コ

ン
テ

ナ
は

福
井

地
区

4
号

岸
壁

で
扱

っ
て

い
る

。

出
典

：
島

根
県

提
供

資
料

（
速

報
値

）

18
15

19
48

24
61

18
34

20
18

17
83

19
65

25
41

20
43

21
36

36
08

39
21

50
82

41
37

42
49

0
50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

30
00

35
00

40
00

45
00

50
00

55
00

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

TE
U

輸
出

輸
入

- 6 -



２
．

浜
田

港
の

概
要

④
（
周

辺
を

航
行

す
る

船
舶

）
浜

田
港

福
井

地
区

防
波

堤
（
新

北
）
整

備
事

業

・
浜

田
港

の
周

辺
海

域
に

は
、

便
益

対
象

の
1
0
0
～

3
0
0
0
Ｇ

Ｔ
級

内
航

船
が

年
間

約
８

，
７

０
０

隻
航

行
し

て
い

る
。

・
日

本
海

の
海

域
で

は
、

避
泊

が
必

要
と

な
る

荒
天

が
発

生
し

て
い

る
。

・
例

年
、

浜
田

港
周

辺
海

域
で

も
海

難
事

故
が

発
生

し
て

い
る

。

◆
浜

田
港

周
辺

を
航

行
す

る
船

舶
の

状
況

船
舶

事
故

発
生

場
所

第
八

管
区

内
島

根
県

内

平
成

28
年

海
難

事
故

発
生

件
数

12
5隻

25
隻

※

第
八

管
区

内
の

主
な

海
難

事
故

・
波

の
う

ね
り

を
う

け
て

船
舶

が
転

覆
、

沈
没

・
船

か
ら

海
中

へ
の

転
落

・
出

航
し

た
船

舶
と

錨
泊

中
の

船
舶

等
が

衝
突

・
浅

瀬
等

へ
の

座
礁

・
船

舶
の

機
関

故
障

に
よ

る
運

航
障

害
の

発
生

・
強

風
と

圧
流

に
よ

る
岸

壁
へ

の
接

触
等

( 第
八

管
区

海
上

保
安

本
部

公
表

資
料

よ
り

）

＜
浜

田
港

周
辺

に
お

け
る

貨
物

船
の

航
行

状
況

＞

※
小

型
船

舶
に

よ
る

事
故

の
み

浜
田

港
周

辺
海

域
断

面
交

通
量

約
8,

70
0隻

/年
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３
．

事
業

の
概

要
浜

田
港

福
井

地
区

防
波

堤
（
新

北
）
整

備
事

業

福
井

地
区

福
井

3
号

岸
壁

（
水

深
1
2
m

）
2
4
0
m

福
井

4
号

岸
壁

（
水

深
8
.5

m
）
1
7
0
m

完
成

(3
8
0
m

)

防
波

堤
（
新

北
）
：
45

0
m

残
事

業
（
7
0
m

）

避
泊

水
域

の
拡

大

岸
壁

前
面

の
必

要
静

穏
度

を
確

保

【
直

轄
事

業
】

防
波

堤
(新

北
)

全
体

事
業

1
7
0
億

円

2
8
6
億

円
（
関

連
施

設
含

む
）

既
投

資
額

1
3
4
億

円

2
5
0
億

円
（
関

連
施

設
含

む
）

残
事

業
（
H

3
0
以

降
）

3
6
億

円

進
捗

率
7
9
％

総
事

業
費

：
1
7
0
億

円
（
既

投
資

額
：
1
3
4
億

円
）

整
備

期
間

：
平

成
1
0
年

度
～

平
成

3
6
年

度
（
進

捗
率

：
7
9
％

）

海
面

処
分

・
活

用
用

地

- 8 -



浜
田

港
福

井
地

区
防

波
堤

（
新

北
）
整

備
事

業
３

．
事

業
の

概
要

（
港

湾
計

画
の

改
訂

と
事

業
期

間
の

延
伸

）

◆
港
湾

計
画

改
訂

（
H
2
9
.1
1
）
に
お
け
る

主
な
改

訂
内

容

＜
目

的
＞

港
内

静
穏

度
の

確
保

＜
内

容
＞

防
波

堤
1
,1

5
0
m

〔
既

設
の

変
更

〕

＜
目

的
＞

船
舶

大
型

化
へ

の
対

応
に

よ
る

物
流

機
能

の
強

化
＜

内
容

＞
公

共
埠

頭
の

計
画

岸
壁

（
-
1
4
m

）
2
8
0
m

〔
新

規
〕

ふ
頭

用
地

6
.7

㏊
〔
新

規
〕

港
湾

関
連

用
地

5
.1

㏊
〔
新

規
〕

他

＜
目

的
＞

新
規

需
要

・
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
関

連
貨

物
の

取
扱

拠
点

の
形

成
＜

内
容

＞
公

共
埠

頭
の

計
画

岸
壁

（
-
1
3
m

）
2
6
0
m

〔
既

設
の

変
更

〕

ふ
頭

用
地

3
.4

㏊
〔
既

設
の

変
更

〕

港
湾

関
連

用
地

7
.0

㏊
〔
土

地
利

用
の

変
更

〕 他

＜
目

的
＞

高
速

道
路

へ
の

ア
ク

セ
ス

機
能

の
向

上
＜

内
容

＞
臨

港
道

路
福

井
長

浜
線

（
2
車

線
）

〔
新

規
〕

- 9 -



４
．

浜
田

港
の

課
題

浜
田

港
福

井
地

区
防

波
堤

（
新

北
）
整

備
事

業

波
の

方
向

港
内

に
波

浪
が

進
入

避
泊

水
域

波
浪

に
よ

り
荷

役
作

業
が

出
来

な
い

岸
壁

避
泊

中
の

船
舶

《
港

内
静

穏
度

の
確

保
》

荒
天

時
に

十
分

な
港

内
の

静
穏

度
が

確
保

さ
れ

ず
、

今
回

の
便

益
対

象
と

な
る

主
に

原
木

や
コ

ン
テ

ナ
を

取
り

扱
う

岸
壁

で
の

荷
役

が
不

可
能

と
な

り
、

代
替

港
を

利
用

し
た

輸
送

を
余

儀
な

く
さ

せ
ら

れ
る

。
《
避

難
泊

地
の

確
保

》
山

陰
沖

周
辺

に
お

い
て

は
、

多
く
の

海
難

事
故

が
発

生
し

て
い

る
。

浜
田

港
周

辺
を

航
行

す
る

船
舶

の
荒

天
時

に
お

け
る

避
難

泊
地

が
不

足
し

て
い

る
た

め
、

避
泊

が
出

来
な

い
こ

と
に

よ
り

、
海

難
事

故
の

発
生

を
招

く
恐

れ
が

あ
る

。

十
分

な
避

難
泊

地
が

確
保

で
き

な
い

- 10 -



５
．

整
備

目
的

浜
田

港
福

井
地

区
防

波
堤

（
新

北
）
整

備
事

業

所
要

の
港

内
静

穏
度

を
確

保
す

る
こ

と
で

、

◎
年

間
を

通
じ

て
、

船
舶

の
安

全
で

効
率

的
な

荷
役

作
業

を
確

保
し

輸
送

コ
ス

ト
の

削
減

を
図

る
。

◎
航

行
船

舶
の

避
泊

水
域

の
確

保
を

図
る

。

浜
田

港
福

井
地

区
防

波
堤

（
新

北
）
整

備
事

業
※

※
以

下
、

「
防

波
堤

事
業

」
と

い
う

。
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◆
浜

田
港

の
取

扱
貨

物
の

う
ち

、
防

波
堤

事
業

に
関

す
る

評
価

対
象

貨
物

は
、

取
扱

実
績

及
び

企
業

ヒ
ア

リ
ン

グ
よ

り
、

事
業

完
了

後
（
平

成
4
0
年

代
前

半
以

降
）
の

貨
物

量
と

し
て

9
6
1
千

ト
ン

/
年

を
見

込
ん

で
い

る
。

（
千

ト
ン

）

取
扱

貨
物

H
2
9
年

実
績

H
4
0
年

代
前

半
推

計
備

考

コ
ン

テ
ナ

(輸
出

入
)

3
9

6
0

取
扱

貨
物

実
績

の
動

向
及

び
企

業
ヒ

ア
リ

ン
グ

（
他

港
か

ら
の

転
換

、
設

備
増

強
に

よ
る

増
加

）
に

よ
り

推
計

原
木

(輸
移

入
)

1
2
7

1
2
7

取
扱

貨
物

実
績

の
動

向
及

び
企

業
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
よ

り
推

計

石
炭

(輸
入

)
8
6

2
5
0

取
扱

貨
物

実
績

の
動

向
、

及
び

企
業

ヒ
ア

リ
ン

グ
（
ボ

イ
ラ

ー
燃

料
の

重
油

か
ら

石
炭

へ
の

転
換

）
に

よ
り

推
計

パ
ー

ム
油

(輸
入

)
取

扱
な

し
5
2
4

企
業

ヒ
ア

リ
ン

グ
（
新

た
に

発
電

施
設

を
建

設
）
に

よ
り

推
計

合
計

2
5
2

9
6
1

６
．

事
業

効
果

（
評

価
対

象
貨

物
量

）
浜

田
港

福
井

地
区

防
波

堤
（
新

北
）
整

備
事

業

荒
天

の
際

、

他
港

へ
の

陸
送

（
輸

出
）

ま
た

は

他
港

か
ら

の
陸

送
（
輸

入
）

が
発

生

※
端

数
処

理
の

た
め

内
訳

の
和

と
計

が
一

致
し

な
い

場
合

が
あ

る
。
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６
．

事
業

効
果

（
輸

送
コ

ス
ト

の
削

減
①

）
浜

田
港

福
井

地
区

防
波

堤
（
新

北
）
整

備
事

業

防
波

堤
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

港
内

静
穏

度
の

不
足

に
よ

る
浜

田
港

に
入

港
出

来
な

か
っ

た
際

の
コ

ン
テ

ナ
貨

物
の

他
港

へ
の

陸
送

（
輸

出
）
及

び
他

港
か

ら
の

陸
送

（
輸

入
）
が

解
消

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

に
伴

う
輸

送
コ

ス
ト

の
差

を
便

益
と

し
て

計
上

す
る

。

コ
ン

テ
ナ

の
輸

送
コ

ス
ト

の
削

減
額

年
間

4
.0

億
円

（
総

便
益

1
0
4
億

円
）

〔
他

港
へ

の
陸

送
の

解
消

（
輸

出
）
・
他

港
か

ら
の

陸
送

の
解

消
（
輸

入
）
〕

コ
ン

テ
ナ

輸
送

W
it
h
時

：
浜

田
港

を
利

用

浜
田

港輸
出

釜
山

港

W
it
h
o
u
t時

：
広

島
港

ま
で

陸
送

浜
田

港

入
港

で
き

ず

陸
送

釜
山

港
広

島
港

W
it
h
時

：
浜

田
港

を
利

用

浜
田

港

輸
入

釜
山

港

W
it
h
o
u
t時

：
広

島
港

か
ら

陸
送

浜
田

港

入
港

で
き

ず

陸
送

釜
山

港
広

島
港

浜
田

港

- 13 -



工
場

工
場

６
．

事
業

効
果

（
輸

送
コ

ス
ト

の
削

減
②

）
浜

田
港

福
井

地
区

防
波

堤
（
新

北
）
整

備
事

業

〔
他

港
へ

の
陸

送
の

解
消

（
輸

出
）
・
他

港
か

ら
の

陸
送

の
解

消
（
輸

入
）
〕

バ
ル

ク
輸

送

防
波

堤
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

港
内

静
穏

度
の

不
足

に
よ

る
浜

田
港

に
入

港
出

来
な

か
っ

た
際

の
バ

ル
ク

貨
物

の
他

港
か

ら
の

陸
送

（
輸

入
・
移

入
）
が

解
消

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

に
伴

う
輸

送
コ

ス
ト

の
差

を
便

益
と

し
て

計
上

す
る

。

バ
ル

ク
の

輸
送

コ
ス

ト
の

削
減

額
年

間
1
8
.7

億
円

（
総

便
益

4
2
6
億

円
）

浜
田

港

浜
田

港

陸
送

北
米

境
港

輸
入

・
移

入

陸
送

三
隅

港

W
it
h
o
u
t時

：
境

港
・
三

隅
港

か
ら

陸
送

日
本

各
地

W
it
h
時

：
浜

田
港

を
利

用

北
米

東
南

ア
ジ

ア

日
本

各
地

入
港

で
き

ず

東
南

ア
ジ

ア
※

石
炭

の
み
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避
泊

中
の

船
舶

十
分

な
避

難
泊

地
が

確
保

で
き

な
い

避
泊

水
域

（
W

it
h
o
u
t時

）避
泊

水
域

（
W

it
h
時

）

波
の

方
向

防
波

堤
(新

北
)

６
．

事
業

効
果

（
海

難
事

故
の

減
少

に
よ

る
便

益
①

）
浜

田
港

福
井

地
区

防
波

堤
（
新

北
）
整

備
事

業

・
浜

田
港

沖
合

を
航

行
す

る
1
0
0
～

3
0
0
0
総

ト
ン

級
船

舶
は

年
間

約
8
7
0
0
隻

に
な

る
。

荒
天

時
、

避
難

船
舶

を
受

入
れ

る
た

め
に

は
、

浜
田

港
港

内
で

少
な

く
と

も
7
隻

分
の

避
泊

水
域

の
確

保
が

求
め

ら
れ

て
い

る
が

、
防

波
堤

未
整

備
の

場
合

、
静

穏
度

不
足

に
よ

り
、

6
隻

分
の

避
泊

水
域

し
か

確
保

さ
れ

ず
、

避
難

船
1
隻

が
避

難
泊

地
に

入
れ

な
い

こ
と

と
な

る
。

・
年

間
荒

天
回

数
：
13
.7

回
程

度
（
日

本
海

海
域

）
↓

・
防

波
堤

が
整

備
さ

れ
な

け
れ

ば
、

1隻
×

年
間
13
.7

回
=

年
間
13
.7

隻

が
、

荒
天

に
よ

る
海

難
の

リ
ス

ク
に

さ
ら

さ
れ

る
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浜
田

港
福

井
地

区
防

波
堤

（
新

北
）
整

備
事

業

○
防

波
堤

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

港
内

の
静

穏
度

が
向

上
し

1
隻

分
（

1
0
0
～

5
0
0
G

T
級

船
舶

1
隻

）
の

避
難

泊
地

が
確

保
で

き
、

海
難

事
故

に
よ

る
損

失
を

回
避

で
き

る
。

新
た

に
1

隻
分

の

避
泊

水
域

を
確

保

1
隻

分
の

避
泊

水
域

が
不

足

N
W

IT
H

O
U

T
W

IT
H

防
波

堤
(新

北
)

1
0
0
～

5
0
0
G

T
船

舶
避

泊
可

能
水

域
5
0
0
～

1
,0

0
0
G

T
船

舶
避

泊
可

能
水

域

1
,0

0
0
～

3
,0

0
0
G

T
船

舶
避

泊
可

能
水

域

年
間

2
8
億

円
の

海
難

事
故

に
よ

る
損

失
を

回
避

1
3
.7

隻
/
年

が

海
難

損
失

を

回
避

※
端

数
処

理
の

た
め

、
各

項
目

の
金

額
の

和
は

必
ず

し
も

合
計

と
は

な
ら

な
い

。

○
1
船

あ
た

り
の

損
失

額
（
発

生
確

率
を

考
慮

）

1
0
0
～

5
0
0
G

T
級

船
舶

：
2
0
5
百

万
円

／
隻

よ
っ

て
、

1
3
.7

回
×

2
0
5
百

万
円

／
隻

＝
2
8
億

円
／

年

∴
2
8
億

円
／

年

N

6
隻

収
容

7
隻

収
容

1
0
0
～

5
0
0
G

T
船

舶
避

泊
可

能
水

域
5
0
0
～

1
,0

0
0
G

T
船

舶
避

泊
可

能
水

域

1
,0

0
0
～

3
,0

0
0
G

T
船

舶
避

泊
可

能
水

域

６
．

事
業

効
果

（
海

難
事

故
の

減
少

に
よ

る
便

益
②

）
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・
他

港
か

ら
の

陸
送

の
解

消
に

伴
い

、
化

石
燃

料
節

約
と

排
気

ガ
ス

の
減

少
に

寄
与

す
る

。

環
境

へ
の

負
荷

軽
減

浜
田

港
福

井
地

区
防

波
堤

（
新

北
）
整

備
事

業

沿
道

騒
音

の
軽

減

・
他

港
か

ら
の

陸
送

の
解

消
に

伴
い

、
浜

田
港

周
辺

の
沿

道
騒

音
の

軽
減

が
図

ら
れ

る
。

荷
役

作
業

の
安

全
性

向
上

・
岸

壁
前

面
の

静
穏

度
の

確
保

に
よ

り
、

荷
役

作
業

者
の

安
全

性
向

上
が

図
ら

れ
る

。

(ﾄ
ﾝ
-
C

／
年

)

(ﾄ
ﾝ
／

年
)

N
O

X
排

出
量

C
O

2
排

出
量

削
減

w
it
h
o
u
t

w
it
h
o
u
t

w
it
h

削
減

w
it
h

６
．

事
業

の
効

果
（
貨

幣
換

算
し

な
い

効
果

）

- 17 -



７
．

コ
ス

ト
縮

減
等

の
方

策
浜

田
港

福
井

地
区

防
波

堤
（
新

北
）
整

備
事

業

防
波

堤
総

事
業

費
約

3
0
億

円
（
約

1
6
％

）
縮

減
（
前

回
評

価
時

）

一
般

的
な

中
詰

材
よ

り
比

重
の

大
き

い
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

（
建

設
副

産
物

）
を

活
用

し
、

ケ
ー

ソ
ン

全
体

の
単

位
体

積
重

量
を

増
加

さ
せ

る
と

と
も

に
、

ケ
ー

ソ
ン

上
部

に
斜

面
構

造
を

採
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ケ
ー

ソ
ン

断
面

の
縮

小
を

図
る

。

断
面

の
縮

小
中 詰 材

中 詰 材

海
砂

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ

凡
例

：
ケ

ー
ソ

ン

：
消

波
ブ

ロ
ッ

ク

：
上

部
コ

ン
ク

リ
ー

ト

ケ
ー

ソ
ン

幅
の

縮
小

１ ２

堤
頭

部
を

直
立

堤
に

港
外

側

防
波

堤
の

堤
頭

部
の

形
状

、
安

定
性

を
水

理
模

型
実

験
に

て
検

証
し

、
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
の

設
置

形
状

を
工

夫
す

る
こ

と
で

ブ
ロ

ッ
ク

使
用

量
を

減
少

さ
せ

、
コ

ス
ト

縮
減

を
図

る
。

凡
例

：
ケ

ー
ソ

ン

：
消

波
ブ

ロ
ッ

ク

港
内

側

港
外

側

港
内

側

防
波

堤
平

面
図

：
基

礎
マ

ウ
ン

ド

：
基

礎
マ

ウ
ン

ド

斜
面

構
造

1
1
.7

m
+
6
.4

m

+
2
.0

m

-
1
5
.0

m
-
1
4
.0

m

1
6
.4

m

17.0m

16.0m

2
0
0
m

2
0
0
m

標
準

断
面

（
①

箇
所

）
標

準
断

面
（
②

箇
所

）

①
②
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事
業

全
体

残
事

業

総
便

益
（
B

）
9
9
1
億

円
1
2
5
億

円

輸
送

コ
ス

ト
削

減
便

益
5
3
0
億

円
5
3
憶

円

海
難

事
故

等
の

損
失

回
避

便
益

4
5
9
億

円
7
2
億

円

残
存

価
値

1
.7

億
円

0
.4

億
円

総
費

用
（
C

)※
5
1
9
億

円
3
0
億

円

事
業

費
5
1
9
億

円
2
9
億

円

管
理

運
営

費
1
億

円
1
億

円

費
用

便
益

比
（
Ｂ

／
Ｃ

）
1
.9

4
.2

要
因

事
業

全
体

残
事

業

-
1
0
％

+
1
0
％

-
1
0
％

+
1
0
％

需
要

1
.8

2
.1

3
.7

4
.6

事
業

費
1
.9

1
.9

4
.6

3
.8

事
業

期
間

2
.0

1
.9

4
.2

4
.1

浜
田

港
福

井
地

区
防

波
堤

（
新

北
）
整

備
事

業
８

．
投

資
効

果

◆
費

用
対

効
果

分
析

結
果

◆
感

度
分

析
結

果
（
B

/
C

に
よ

る
分

析
）

※
端

数
処

理
の

た
め

、
各

項
目

の
金

額
の

和
は

必
ず

し
も

合
計

と
は

な
ら

な
い

。

※
本

表
中

の
額

は
、

平
成

2
9
年

度
を

基
準

年
と

し
て

現
在

価
値

化
し

た
後

の
も

の
で

あ
る

。

費
用

対
効

果
分

析
の

結
果

、
純

現
在

価
値

（
B

-
C

）
=
4
7
2
億

円
、

費
用

便
益

比
（
B

/
C

）
=
1
.9

と
な

り
、

投
資

効
果

が
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

※
費

用
対

効
果

分
析

に
つ

い
て

は
、

関
連

施
設

の
整

備
費

用
も

含
め

て
検

討
す

る
。
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９
．

前
回

評
価

時
と

の
比

較
浜

田
港

福
井

地
区

防
波

堤
（
新

北
）
整

備
事

業

事
項

前
回

評
価

今
回

評
価

備
考

（
H

2
6
再

評
価

）
（
H

2
9
再

評
価

）
（
要

因
等

）

事
業

期
間

H
1
0
～

H
2
9

H
1
0
～

H
3
6

防
波

堤
整

備
工

程
見

直
し

の
た

め

総
事

業
費

1
7
0
億

円
1
7
0
億

円
※

2
8
6
億

円
（
関

連
施

設
含

む
）

総
費

用
（
Ｃ

）
2
1
3
億

円
2
3
7
億

円
※

5
1
9
億

円
（
関

連
施

設
含

む
）

基
準

年
の

変
更

（
H

2
6
→

H
2
9
）
の

た
め

。

総
便

益
（
Ｂ

）
1
,1

7
7
億

円
9
9
1
億

円

取
扱

貨
物

量
の

見
直

し
及

び
基

準
年

の
変

更
（
H

2
6
→

H
2
9
）
の

た
め

。
避

泊
可

能
水

域
減

少
の

た
め

。
（
2

隻
→

1
隻

）

費
用

便
益

比
（
B

／
C

）
5
.5

1
.9
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浜田港福井地区防波堤（新北）整備事業

〔島根県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

浜田港福井地区防波堤（新北）整備事業 継続

浜田港福井地区臨港道路整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２９年１２月６日（水）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　守川　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業評価監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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